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ポックスウイルスに有効な低分子抗体

◼ 近年、国際的流行が起こっているエムポックスは、今後も対応が求
められる重点感染症です。

◼ エムポックス治療にテコビリマットが承認されたものの、感染患者
に対する効果は必ずしも明確に証明されていません。そのため新た
な治療薬の開発が急務です。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図

◼ 研究の独自性・優位性：問題となる新興再興ウイルスに応じて感染
阻害シーズを開発する体制の構築が、感染症対策には重要です。本
シーズはポックスウイルス表面抗原M1Rを標的として感染を阻害す
る改変VHH（シングルドメイン抗体）で、複数のポックスウイルス
の感染を阻害できます。またこのアプローチは原理的にあらゆる対
象ウイルスに適用できる開発プラットフォームです。

◼ モダリティ：低分子抗体

◼ 開発段階：細胞およびマウス感染実験で評価済

◼ 対象病原体：エムポックスウイルスを含むポックスウイルス科

特徴：エムポックスウイルス表面抗原M1Rに対する改変VHH抗体。複
数のポックスウイルスに有効。

◼ 研究者名 渡士 幸一 部長

◼ 担当者 赤澤 大輔 主任研究員

◼ 所属 国立感染症研究所 治療薬開発研究部

◼ 共同研究相手 あり（企業）

◼ さらに活性および体内動態に優れたシーズへと改変

◼ 連絡に応じて、詳細情報の共有可能

◼背景・解決したい課題

【治療薬】：重点感染症/ポックスウイルスおよび他のポックスウイルス
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